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研究課題 CSR やサステナビリティにかかわる個人や団体の活動と制度の倫理学的基盤の研究 

研究キーワード 
CSR, SDGs, 倫理、哲学思

想、市民、文化、教育 

当年度計画に対す

る達成度 

1.目標を超える研究の進展・成果を達成し

た 

関連する 

SDGs項目 

8.働きがいも経済成長

も 

12.つくる責任 つかう

責任 

4.質の高い教育をみん

なに 

11.住み続けられるまち

づくりを  

１．研究成果の概要 

フランスでの 1 年間の在外研究の環境下で、査読論文 3 本、査読なし論文 3 本、口頭発表 6 本、記事 1 本を

発表することができた。 

 

２．著書・論文・学会発表等 

（できるだけご記入ください。査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

Japanese Women’s Reproductive Rights and Abortion from the Capability Approach Perspective, Journal 

of Sustainability at the Chiba University of Commerce, Volume 1, Separate Volume, 2025. 

福沢諭吉と加藤寛の比較研究試論、共著、国際言語文化学会 日本学研究、第 10 号、京都外国語大学、2025 

ユネスコ産業遺産への登録は観光振興に資するのか －世界遺産が生み出す価値創造、価値連鎖構造の検討－、

共著、国際言語文化学会 日本学研究、第 10 号、京都外国語大学、2025 

 

【著書・論文（査読なし）】 

事業の成熟化に伴う選択肢としてのスピンアウトとスピンオフ―日独の重電企業の比較を通じて―、共著、千

葉商大論叢、第 62 巻第 3 号、2025 

ESG と経営パフォーマンス : 花王，積水ハウス，TOTO を事例に、共著、千葉商大論叢、第 62 巻第 2 号、

2024 

内部化理論から検証した地熱発電事業の方向性 : 地熱タービン分野における世界トップシェア企業を中心

に、共著、千葉商大論叢、第 62 巻第 1 号、2024 

 

【学会発表等】 

口頭発表： 

福沢諭吉と加藤寛の比較研究試論、国際言語文化学会 カルチュラル・スタディーズ研究、京都外国語大学、

2025 

La traduction de Joseph de Maistre et la naissance du nationalisme culturel au Japon, JSPS Strasbourg 

Office & MUFJ Academic Seminar, Université de Strasbourg, 2024. 

Kao’s ESG management and its sustainability from the perspective of ethics, Guest Lecture at VNU 

University of Economics and Business, 2024. 

Fukuzawa Yukichi as the First Advocate of Financial Capitalism in Japan, Japan: Pre-Modern, Modern, 

Contemporary, The Bucharest University of Economic Studies, 2024. 

Japanese Women’ s Reproductive Rights and Abortion from the Capability Approach Perspective, 



International Symposium on Sustainable Development and ESD (Chiba University of Commerce), 2024. 

Conflict Minerals in the Circular Economy and Human Rights Due Diligence, Seminar at the Faculty of 

Accounting and Business Management, Vietnam National University of Agriculture, 2024. 

記事： 

環境意識の日常化が進むフランス、「海外の日本人による SDGs/ESD 情報の発信」【第 2 回 フランス】、ESD-

J、2025 

３．主な経費 

書籍購入費と出張交通費 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

特になし 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 




